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全体を総括する第 5 章「歴史的音楽民族誌の課題と展望」では，文化の担い手たちにとっては所詮， I書きとめら
れた」音楽民族誌が限定された意義しかもち得ないことを具体例に即して述べ，生き生きとした「語り」や「歌」の
力を再確認するかたちで論を終えている o (分量 250頁， 400字詰原稿用紙換算約750枚)
論文審査の結果の要旨
民族誌や比較文化論を広く渉猟しつつフィールドワークに従事した論者は，表現文化の本質を言葉や記号の体系で
表現するという優れて解釈的な再現行為を本論文で明確に示したと言うことができる o 換言すれば，民族音楽学がか
つて「比較音楽学」と呼ばれていた時代には想像すらできなかった現代的比較文化論のあり方を提示したものとして，
音楽学のみならず，広く人文科学全体に問題提起するものであるo 本論文の第二の特徴としては， I音」の問題を現
象的に深く掘り下げるばかりか，身体運動や心理作用，さらに社会や自然、といった「音・音楽」の遠近の脈絡にまで
拡げて，総体としての文化を論じている O こうした織密で同時に広範な関心のもち方は，総合大学での音楽学がとる
べき道のひとつを示したものとして高く評価されるべきものである o 第三に，軽視されがちなオセアニア，とりわけ
ミクロネシアを対象にして人類の文化を理解するうえで欠落しがちな部分を補いつつ，そこから人類全体につながる
問題意識を獲得することができたことの意義は大きし '0
ただし，本論文にいくつかの短所も見受けられることも否定できなし、。たとえば，ヤップ本島に隣接し密接な関係
を有する中央カロリン文化との関係が論じられておらず，また，ベラウ(パラオ)には触れていてもミクロネシア全
体を視野に組み込むことはできていなし、。また，ヤップが異文化から受けた影響のうちで， 日本については説得力を
もって論じられているものの，スペイン， ドイツ，アメリカについての配慮が欠けている。
しかしながら，これらの短所はフィールド体験を拡大してゆく過程で補われてゆくべき性質のものであり，学界に
対する貢献度の高い本研究の価値を損なうものではない。本論文は，一社会の音楽を対象として「歴史的観点」も加
味した民族音楽学的研究として従来の水準を超える優れた論考である o よって本研究科委員会は，本論文を博士(文
学)の学位を授与するのに充分な価値を有するものと認定する。
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